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一緒に始めませんか、あなたの挑戦も応援します！ ～共に創る これからのふくろい～

輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと創生会議

地方創生 やらまいか通信 vol.３８２

幸浦の丘プロジェクト2.0 に向けて

～海を接点とした新たな仲間づくり～

2023.11.17@どんどこあさば

地域や分野を超えてアイデアを出し合う

それぞれが叶えたいことは…

地元の不安や大切にしていること
これからも守りたいこと

これまで幸浦の丘プロジェクトで
語り合ってきたことは…

なにもない場所だからこそ…

休日あそこに行けば… 子育てママが何気なく集う場に…

キャンプなど大自然と向き合う
時間の価値が見直されている

海のある暮らしをもう一度考えてみると…

ゴミ拾いもスポーツや
楽しいゲームとして…

第１回 官民共創ワーキング開催



ワーキングでは、その時々の重要な事柄について、具体的なテーマを設定し、思考しながら検討を深め、共創を推進する。

今回参加いただいたメンバー

● これまでも、これからも、同笠海岸を身近に感じながら暮らしていく人（近隣にお住まいの方）

● これまでの取り組みの中で、同笠海岸にご縁があった人（幸浦の丘プロジェクト・海プロ等）

● これまで「官民共創のまちづくり」に参加してきた人（過去の官民共創ワーキングのメンバー） etc

ワーキングの位置づけ

第１回 官民共創ワーキングのアンケート結果（簡易版）

今回のWGであなたにとって収穫はありましたか？

⚫ WGの目的である「かかわりしろづくり」に対して効果を感じる回答が多く見られた。

• 「袋井市の官民共創の取組を知ることができた」…６９％

• 「袋井、幸浦で活動する人たちを知ることができた」…６２％

• 「新たな知り合いができた」…５４％

WGの内容についての感想

⚫ WGを通して参加者の皆さんを知ることができたや有意義な出会いがあった、海とのかかわりの中で次に
繋がりそうなアイデアを持った等の意見があった。

今後の関わりについて

⚫ 海プロフェスタや今後の同笠海岸付近での取組について、SNSを通じた情報発信やWGで出たアイデアに関
する活動に協力したい、関わりを持ちたい等の意見があった。

⚫ 取組を進めるにあたっての市役所庁内を含む関係機関との情報共有の必要性や情報発信を行う上での要望
（撮影許可）に関する意見も見られた。
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